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11
月
定
例
会
は
、11
月
24
日
か
ら
12
月
12
日
ま
で
の
19

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、18
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
、県
政
全
般
の
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
ほ
か
、常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
が
開

か
れ
、付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
や
所
管
事
項
の
調
査
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
は
、「
令
和
５
年
度
宮
崎
県
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
５
号
）」な
ど
、45
件
の
知
事
提
出
議
案
が

提
案
さ
れ
、全
て
を
原
案
の
と
お
り
可
決
又
は
同
意
し
ま
し

た
。

　

議
員
発
議
案
に
つ
い
て
は
、「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
政
策

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」や「
食
品
ロ
ス
削
減
へ
国
民
運

動
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」な
ど
４
件
を
可
決
し
ま
し

た
。　

令和５年度宮崎県一般会計補正予算（第５号、第６号）
　県内河川等におけるＰＦＡＳ存在状況緊急調査事業や
宮崎県ＬＰガス料金負担軽減事業など、あわせて約359
億円の増額補正が行われ、その結果、一般会計の予算規
模は7,358億7,641万２千円となりました。

令和５年度宮崎県港湾整備事業特別会計補正予算（第２号）
旅館業法施行条例等の一部を改正する条例
職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員
の採用等に関する条例の一部を改正する条例

ＨＰＶワクチン接種政策の充実を求める意見書
食品ロス削減へ国民運動の推進を求める意見書
高病原性鳥インフルエンザの対策強化を求める意見書
地方公共交通維持のための財政支援の拡充を求
める意見書

・

・
・
・

・
・
・
・

可決等された主な知事提出議案

可決された議員発議案

11
月
定
例
会
の
概
要

坂
さかぐち

口 博
ひろみ

美
議  員

宮崎県議会自由民主党
児湯郡選出

新幹線問題について 宮崎牛の消費拡大について

問東京食肉市場まつり２０２３での手応えと
今後の消費拡大対策について伺いたい。

問新八代駅からの九州横断ルートを調査・研
究することが有効だと考えるが、知事の所見を
伺いたい。 答農政水産部長　首都圏での購買力の高さを

改めて認識し、卸売業者にも広くＰＲでき大き
な手応えを感じた。今般、国の補正予算で消費
拡大対策も拡充されたことから、引き続き、イベ
ント開催や様々なメディアを活用したＰＲ、海外
のバイヤーとの商談会の実施など、国内外への
販路及び消費の拡大に努める。

答知事　今後の実現可能性などを踏まえると、
有力な選択肢のひとつであると認識しており、
県民の新幹線実現に向けた夢や期待に応える
ため、新幹線を巡る様々な動向を引き続き注視
しながら、ご提案のあったルートを含め調査・
研究にしっかりと取り組んでまいりたい。

一 般 質 問
各議員の主な質問と答弁の要旨を紹介します。
一般質問の模様は、県議会ホームページの議会中継（録画）で
ご覧いただけます。

丸
まる

山
やま

裕
ゆう

次
じ

郎
ろう

議  員

宮崎県議会自由民主党
小林市・西諸県郡選出
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山
やま

口
ぐち

 俊
とし

樹
き

西
にし

村
むら

　 賢
さとし

山
やま

内
うち

いっとく

議  員

議  員

議  員

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

宮崎県議会自由民主党
日向市選出

宮崎県議会自由民主党
都城市選出

新規就農者への支援について

こども・若者の自殺死亡率について

正蓮寺地区の農地等の湛水被害防止について

本県のＤＸと行政改革について

国指定重要文化財「那須家住宅」について

山之口スマートインターチェンジの渋滞対策について

蓄電池関連企業の誘致について軍事訓練の頻発化と自衛隊基地強靱化問題について

高千穂通り利活用について 県内図書館の収蔵スペース、全県調査へ

問国スポ・障スポの開閉会式において、山之口
スマートインターチェンジ付近での渋滞が懸
念されるが、輸送・交通対策の取組は。

問本県はリチウムイオン電池を発明し、ノーベ
ル賞を受賞した吉野彰さんと縁があり、蓄電
池関連企業の誘致に取り組むべき。見解は。

問宮崎の陸海空で繰り返されている軍事訓練。攻撃さ
れることを想定した自衛隊基地の強靱化。宮崎空港の軍
事利用計画。こうした戦争準備で県民の安全が守れるの
か。戦争させない平和外交の努力こそ。知事の見解を。

問ウォーカブルなまちづくりのため、自転車
レーンの見直しや利用の規制緩和につながる
「ほこみち制度」の活用など、高千穂通りの利
活用について、県の考えを伺いたい。

問県内図書館の収蔵スペース確保に向けた
検討状況について伺いたい。

問本県の新規就農の現状と、就農後の支援に
ついて伺いたい。

問「日本一産み育てやすい県」を目指すのであ
れば、こどもや若者の自殺率が日本一低い県
を目指すべきではないか。

問湛水防除事業の進捗状況を伺いたい。

問本県の人口減少と人手不足が大きな課題
となる中、デジタル技術やＡＩを活用したス
マート自治体への転換が必要と考えるが、知
事の考えを伺いたい。

問椎葉村は日本三大秘境の一つと言われる観
光地のひとつで、古い歴史を持つ国指定重要
文化財の那須家住宅(鶴富屋敷)があるが、県は
この文化財的価値をどのように考えているか。

答総合政策部長　開閉会式には県内外から多
くの来場者が見込まれるため、会場周辺道路
の拡幅や交差点の改良工事を進めている。また、
開閉会式に係る輸送計画の策定に向けた総合
調査を実施しており、その調査結果を踏まえな
がら必要な対策を検討していく。

答知事　蓄電池は電化・デジタル社会で様々
な用途において利用される成長産業で、その分
野の企業立地は地域経済の活性化に大きな効
果がある。関連素材の生産拠点がある県北地
域の特性や立地環境を活かし、市町村と連携
し、蓄電池関連企業の誘致に取り組む。

答知事　外交・防衛は国の専管事項であ
り、国の責任でなされるものと考えるが、県
民を守る立場から騒音の軽減や事件・事
故の防止、情報提供や丁寧な説明を国に
要請する。

答県土整備部長　オープンカフェなどの常設
が可能な「ほこみち制度」も新たに導入すること
としている。市や事業者と一体となって、人々が
集い、楽しめる魅力的なまちづくりに取り組んで
いく。

答教育長　館内のプロジェクト会議を中心に
今できる具体的な方策を検討中。また県内図
書館の収蔵スペース状況を新たに調査するとと
もに有識者等から意見をもらい市町村と図書
資料のあり方を協議する。全県的な図書館の
役割分担を再構築し、宮崎ならではの新しい図
書館ネットワークづくりを目指す。

答農政水産部長　令和４年の新規就農者は
389人であり、うち、自営就農者で三親等内に
農業者がいない新規参入者は過去最多の78
人となっている。就農後は、年150万円の資金
を最大３年間交付する事業とともに、経営の発
展段階に応じた研修や個別訪問の実施など、
きめ細やかなサポートを行っている。

答福祉保健部長　令和４年の本県における全
体の自殺死亡率は、20.4と全国で３番目に高
い。「宮崎県自殺対策行動計画（第５期）」では、
令和10年に16.5まで減少させることを目標とし
ており、若年層も含めた自殺者数を１人でも減
らしていくため、取り組んでいく。

答 農政水産部長　県では、昭和56年に排水
機場を建設したが、施設の機能を強化するため、
平成28年度に排水機場の増設と幹線排水路
の一体的整備に着手した。排水機場の増設は
既に完了し、幹線排水路は令和８年度の完成
を目指しており、本年度までに全体の４分の１
が完了する予定である。引き続き予算の確保に
努め、事業効果の早期発現に取り組んでいく。

答知事　生成ＡＩの導入に向けた検討や人材
の育成、必要なデジタル環境の整備などを進め、
将来にわたって行政サービスを継続的、安定的
に提供できるようスマート自治体への転換を進
めてまいりたい。

答 教育長　全国的に類例のない「椎葉型民
家」を代表する価値の高い建造物であり、県民
共有の財産として大切に保存・継承していくこ
とが重要。今後も所有者や地元自治体と連携
し、保存・活用が図られるよう支援していく。

安
やすだ

田 厚
こうせい

生
議  員

宮崎県議会自由民主党
東臼杵郡選出

脇
わき

谷
たに

のりこ
議  員

親和会
宮崎市選出

川
かわ

添
そえ

　 博
ひろし

議  員

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

福
ふく

田
だ

 新
しん

一
いち

議  員

宮崎県議会自由民主党
北諸県郡選出

山
やまうち

内佳
か な こ

菜子
議  員

県民連合立憲
宮崎市選出

前
まえ

屋
や

敷
しき

恵
えみ

美
議  員

日本共産党宮崎県議会議員団
宮崎市選出

松
まつ

本
もと

 哲
てつ

也
や

議  員

県民連合立憲
延岡市選出
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下
しも

沖
おき

 篤
あつ

史
し

佐
さとう

藤 雅
まさひろ

洋

議  員

議  員

宮崎県議会自由民主党
小林市・西諸県郡選出

宮崎県議会自由民主党
西臼杵郡選出

みやざきシニアパス（200円バス）について

国スポ・障スポ大会について

音声コードの活用促進について

子牛価格の下落について

本県の農業施策について

再造林を支える林業の担い手確保について

問グリーン成長プロジェクトにおいて、再造林
を支える担い手確保のためにどのように取り
組んでいくのか、知事の考えを伺いたい。

問本年10月から開始されたみやざきシニアパ
スの利用状況と今後の利用促進策を伺う。

問国民スポーツ大会で御来県が期待される
天皇皇后両陛下の御視察で天岩戸等の皇室
ゆかりの地を訪問していただきたいと考えるが。

問音声コードの活用促進について、県はどのよ
うに考えるか伺いたい。

問子牛価格の下落で離農する生産農家も増
加していると聞いている。生産農家の減少は宮
崎牛ブランドの根幹を揺るがしかねないが、現
在の状況を知事はどう認識しているか。

問飼料高騰などの状況を踏まえ、畜産業全体
を俯瞰して、どのように取り組むのか。

答 知事　本県は全国屈指の林業県であるが、
持続可能な林業の確立には、人材の確保・育
成が重要である。ＳＮＳ等を活用した林業の魅
力発信などに取り組んでおり、グリーン成長プ
ロジェクトにおいては、作業の省力化・軽量化
や待遇改善などに取り組んでいく。

答総合政策部長　10月末時点のカード申込
件数は約１万４千件、実際の利用回数は約
１万６千回で、宮崎～飫肥線などの利用が増え
ている。県の支援終了後においても、バス事業
者で継続等の検討を行う。今後は、バスの利用
促進協議会を設置し、高齢者向けの乗り方教
室を全県的に開催することなどを検討する。

答知事　国民スポーツ大会は、地方行幸啓の
ひとつで、大会の御臨場とあわせて地方事情を
視察されることが恒例となっている。天皇皇后
両陛下が御来県いただける場合は、行幸啓の
御日程等も踏まえ、地方事情御視察の候補地
について宮内庁に提案してまいりたい。

答福祉保健部長　音声コードは、県政情報を
視覚障がいのある方に発信するのに非常に有
効な手段であり、障がい福祉分野におけるパン
フレット等で活用している。今後とも県政に関す
る情報を円滑に取得できるよう、障がい福祉を
はじめとする県政の様々な分野で作成する刊
行物において活用促進を図りたい。

答知事　飼料価格高騰など様々な要因による
ものと認識しており、本県の生産基盤を弱体化
させかねず、大変危惧している。国・県の対策と
併せて消費拡大を進めることが重要であり、引
き続き販路開拓に積極的に取り組む。

答知事　全ての畜種を対象とした飼料高騰対
策、それぞれの畜種に応じた価格下落等対策
に加え、畜産物の消費拡大対策を行っている。
今後とも、本県畜産業を取り巻く情勢を注視し、
国や市町村等とも連携して、生産性向上や経
営体質強化を図り、持続可能で魅力ある本県
畜産業の更なる発展に取り組んでいく。

今
いま

村
むら

 光
みつ

雄
お

議  員

公明党宮崎県議団
都城市選出

黒
くろ

岩
いわ

 保
やす

雄
お

議  員

緑風会
日南市選出

重
しげまつ

松幸
こう

次
じ

郎
ろう

議  員

公明党宮崎県議団
宮崎市選出

二
ふた

見
み

 康
やす

之
ゆき

議  員

宮崎県議会自由民主党
都城市選出

　県議会では、若者に政治や選挙への関心を高めてもらうことを目的として、県内の
高校や特別支援学校等の生徒の皆さんに、議会の仕組みや議員活動などについて、県
議会議員が直接話をする県議会議員講座を実施しています。
　令和５年12月14日には、本田利弘議員と重松幸次郎議員が県立都城商業高等学校
で講座を実施しました。講座では、県議会の役割や仕組み、議会の傍聴の仕方などにつ
いて説明しました。また、質疑応答では、生徒から「これまでに議員として貢献できたと
思うことはなにか。」などの質問があり、議員からは「県民にとって不便であったところ
を一般質問で提案し、整備が実現した。」、「宮崎県と県外の人を繋ぐことを期待されて
いると思うので、これから貢献していきたい。」などの回答がありました。

県議会議員講座「こんにちは！県議会です」を実施しました。

　令和５年12月５日の本会議終了後に、議員等が参加して、
大規模地震発生を想定した避難訓練を実施しました。訓練で
は、定例会閉会日の本会議開会直後に地震が発生したこと
を想定し、地震発生時の身の守り方や避難経路の確認に加
え、議案等が審議未了のままにならないようにするため、地
震発生直後の議会運営の進め方について確認しました。

避難訓練を実施しました
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令
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発
行

▲県議会HP ▲県議会HP
　キッズページ

▲県議会公式
　facebook

令和６年２月定例会

  ２月定例会は、２月16日（金）から３月14
日(木)までの日程で開催される予定です。

　「ひなたカラー」を基調とした温
かみのあるデザインに変更した
ほか、目的のコンテンツをスムー
ズに開くことができるよう、トップ
ページの各種コンテンツの配置を
変更しました。
※ホームページのＵＲＬに変更は
ありません。

　より良い広報紙とするために、県民の皆さんから
のご意見やご感想を募集しています。　　　　　　

（アンケートの所要時間は２分程度です。）

宮崎県議会ホームページが新しくなりました。

■県議会本会議・委員会を傍聴することができます。

　本会議を傍聴するには、傍聴券が必要です。傍聴券は、本会議の当日午前９時30分から、県庁２号館入口の傍聴者
受付で先着60名に交付しています。なお、午前９時30分までに上限数を超えている場合は、抽選となります。また、傍
聴控室でのモニター視聴も可能です。

　各委員会ごとに先着10名に傍聴券を交付します。委員会の当日午前９時30分から、議会棟２階正面玄関の受付で
お申し込みください。

本会議の傍聴（県議会事務局　総務課　TEL.0985-26-7215）

委員会の傍聴（常任委員会：議事課　TEL.0985-26-7216 / 特別委員会：政策調査課　TEL.0985-26-7217）

常任委員会
常任委員会は、県の部局を５つに区分して、付託
された議案や請願などの審査や、所管する行政
施策についての調査等を行います。
ここでは、11月定例会での議案の審
査等の概要を紹介します。

総務政策常任委員会

　これは、「日本のひなた宮崎国スポ・障スポ」などに向け
て整備されている県プール施設に係る整備運営事業の契
約金額が、物価変動等に伴い、約10億6,200万円の増額と
なるものです。県プールをはじめ、現在整備が進められてい
る国スポ・障スポ関連施設は、将来にわたり多くの人に利
用され続ける本県にとって重要な財産となることから、慎
重かつ丁寧に工事を進めていただくよう要望しました。

県プール整備運営事業に係る事業契約の変更について

厚生常任委員会

　これは、老人福祉法及び介護保険法に基づき策定する
もので、本県の高齢者保健福祉施策の指針となるもので
す。
　中山間地域などを中心に、市町村単体で高齢者を支え
ていくことが難しくなってきていることから、広域で高齢
者を支えるような計画を策定し、市町村との連携を進め
ていただくよう要望しました。

宮崎県高齢者保健福祉計画の素案について

商工建設常任委員会

　令和４年の観光入込客数は、1,269万1,000人で、前
年に比べ25.3％の増加となり、コロナ禍前の約８割まで
回復したとの報告がありました。
　観光関連施策の判断にあたっては、実態をしっかり捉
えることが重要であることから、この観光入込客数に加
えて、宿泊者数等の複数のデータを用いるなど、さらなる
実態把握に努めていただくよう要望しました。

令和４年宮崎県観光入込客統計調査結果の概要について

環境農林水産常任委員会

　この事業は、健康被害が懸念されている有機フッ素化合物
（ＰＦＡＳ）について、県内全域の河川や地下水を網羅的に調
査するものです。調査で国が設定した指針値を超えた地点に
ついては、汚染源調査や飲用水としての利用に対する指導を
行うとされていることから、国の専門家会議における検討の
動向について情報収集を行い、調査結果の公表とともに科学
的根拠に基づいた正確な情報発信を行うよう要望しました。

「県内河川等におけるＰＦＡＳ存在状況緊急調査事業」について

文教警察企業常任委員会

　度重なる浸水被害を受けている高岡警察署の移転候
補地について、人口のほか、管轄警察署内の事件や交通
事故の発生率、住民の利便性、防災拠点機能など総合的
に勘案し、国富町運動公園を選定するものです。宮崎北
警察署及び宮崎南警察署が管轄する一部地域の編入も
検討されていることから、説明会等を通じて、住民に対し、
広くかつ丁寧に説明していただくよう要望しました。

高岡警察署の移転候補地の選定について


